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概要 

本稿では，COVID-19（新型コロナウィルス）に関するオープンデータを，データサイエンスにおける時系

列分析的な視点から分析することを試みる．対象とするデータは，日本の都道府県毎に報告されている新規

感染者数の日次データ，及び世界保健機関（WHO）が報告している世界各国の新規感染者数の日次データで

ある．これらを時系列データと捉え，これらの移動平均とファイナンス分野でのテクニカル分析を応用した

手法を用いた分析結果について報告する． 

1. はじめに

COVID-19（新型コロナウィルス）のパンデミック

は現在も継続しており，変異ウィルスの出現が繰り

返され，新規感染者数の急激な増加と減少により形

成される波は世界各国で発生している．この波は，

新規感染者が少ない安定期から増加することもあ

れば，波のピークから減少したものの 0 近くに収束

する前の途中でリバウンドして次の波となること

もある．これらの様子は，世界各国の様々な機関が

インターネット上に公開している感染状況のオー

プンデータ(1)を，グラフなどで正確に可視化するこ

とで容易に確認できる．日本でも厚生労働省や自治

体などが，Excel 形式や CSV 形式で日次データやそ

れらを集計加工したデータを公開してダウンロー

ド可能としており，利用者が独自に可視化と分析が

可能である(2)(3)(4)．これらのデータを可視化したグ

ラフは，様々なサイトや報道などで見られるが，単

純なグラフが多く，時系列分析を行ったデータのグ

ラフは殆ど見受けられない．人工知能などを使った

予測サイトも開設されているが，従来の統計学的な

手法でも感染状況の様相の把握や予測も可能と考

えられるが，そのような報告は見受けられない． 

このようなことから本報告では，これら日本と世

界のオープンデータを，時系列分析における基本的

な手法である移動平均と，それを基礎とする様々な

分析方法を用いて考察を行う．用いる分析方法は，

ファイナンス分野でテクニカル分析(5)として利用

されている s 日移動平均，ボリンジャーバンド(6)，

そのバンド幅，バンド内の相対的位置をプロットし

た%b チャート，MACD を COVID-19 の時系列データに

応用したもの(7)である．以下では，北海道のデータ，

大阪府のデータ，世界各国のデータに関してこれら

を用いて順に分析を行う． 

2.北海道の新規感染者数に関する分析

ここでは，まず北海道の新規感染者数のオープン

データ(3)をダウンロードして分析してみる．今回

は,2020 年 1 月 28 日から 2021 年 12 月 29 日までの

日次データを使用した． 

2.1 移動平均を基礎とした指標による傾向分析 

新規感染者数の日次データは，曜日依存した変化

や検査の状況などの要因で，連続する時系列データ

の増減が大きく激しい変化になる傾向がある．この

影響を緩和するために，時系列データ分析の手法で

ある移動平均を考える．一般的には，ある一定期間

（n 日とする，例えば 7 日：n は自然数）の各日の

データの総和を，この期間 n で割った値である単

純移動平均（SMA，Simple Moving Average）が用い

られる．報道などでは，7 日平均（7MA）で感染状況

が報じられることも多い．COVID-19 の新規感染者数

の 7日移動平均の値を 7日の最終日にプロットする

ことで可視化する．n=7 であれば短期移動平均であ

り，n=14，28，58 などと，n の値を大きくしてゆく

と，n 日移動平均は長期移動平均になってゆく．直
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前のデータほど重みを大きくして，直近のデータに

敏感に反応する指数平滑移動平均(EMA)も用いられ

ることがある．ファイナンス分野では，これらは予

測や傾向を分析するためのテクニカル分析で多用

されている．他のいくつかのテクニカル分析を

COVID-19 の新規感染者数のデータに適用した結果

グラフを図 1 に示す．上から順に，①日次データと

その n 日移動平均（nMA, n=7,14,28,56），②指数平

滑移動平均（nEMA, n は①と同様），③MACDc と MACDc

シグナル(7)，④7 日平均基準のボリンジャーバンド
(6)，⑤ボリンジャーバンドを基にした%b チャートと

その n 日平均（n=7,14），⑥ボリンジャーバンド幅

とその nMA となっている．⑤の指標以外は，文献(7)

において 2021 年 3 月 2 日までの分析において使用

されている．一方，⑤による分析は初めてである．

今回使用したデータは，初感染確認から第５波の収

束までのデータであり，第５波までの波をすべて含

んでいるが，各波のピークでの最大感染者が異なる

ものの，MACDc(③)のダウンクロスは，感染拡大期の

ピークアウトを捉えていると言える．これは，短期

移動平均線が長期の移動平均線をダウンクロスす

るよりも早く明確に見える．また第４波と第５波に

おいても，ボリンジャーバンド幅（⑥）は，感染の

急拡大縮小に伴い同様に増加減少していると言え

る．その移動平均のダウンクロスは明確さに欠ける．

一方で，感染拡大の兆候（起点）や下げ止まりのサ

インとしては，⑤の%b チャートの移動平均線の動き

や状況が，そのようなサインとなる可能性があると

考えられる．次節では，このようなサインの可能性

について詳しく考察をしてみる．  

 

図 1 北海道における新規感染者数の移動平均線を基礎とした指標のグラフ（2020/1/28～2021/12/29） 
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2.2 感染拡大期毎の主要グラフを複数用いた考察 

ここでは，第４波と第５波を含む 2021 年 3 月 5

日から2021年12月29日までの北海道のデータで，

2.1 と同様のグラフ（図 2）を用いた詳しい考察に

ついて述べる．3 番目のグラフでは，MACDc のダウ

ンクロス(MACDc がそのシグナルを上から下へ突き

抜ける)は感染拡大期のピークアウト(2021 年 5 月

中旬と 8 月下旬)を捉えていると言えるが，「揺れ」

が大きくピンポイントでのサインとは言い難い．一

方，6 月や 9 月の MACDc のアップクロス(ダウンク

ロスの逆)は，明確な意味のあるポイントを捉えて

はいない．6 番目のグラフでは，急拡大縮小に追従

したボリンジャーバンド幅の増減が，またそれ以外

の期間である安定期では小さいことが確認できる．

ボリンジャーバンド幅の 7MA-14MA のダウンクロス

がピークアウトを捉えているが，サインとしてはや

や遅れており明確ではない．このボリンジャーバン

ドにおいて，ある時点の日次データのバンド内での

位置をプロットしたものが 5 番目のグラフの%b チ

ャートである．その 7 日移動平均と 14 日移動平均

もプロットした．この 2 つが第４波と第５波の各拡

大開始点付近で 7MA と 14MA が 50%線をアップクロ

スし，各波のピーク付近まで 50%～80%間に停留し，

その後ピークアウト辺りから減少し始め，縮小期後

半で 50%線をダウンクロスし，安定期では 20%～50%

の間で停留していることが分かる．第４波後の下げ

止まりから第５波へりバンドする拡大開始点付近

では，%b チャート 7MA が 50%線を揺れることなく明

確にアップクロスしている．このことから，%b チャ

ートの 7MA(および 14MA)の 50%線アップクロスが急

拡大のサインととらえることができる．また，MACDc

はこれより少し遅れて 0 をアップクロスしている． 

 

図 2 北海道における新規感染者数の移動平均線を基礎とした指標のグラフ（2021/3/5～2021/12/29） 
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次に，7 日平均の値を加工した指標を考え考察し

てみる．具体的には 7 日平均の 7 日平均，及び 7 日

平均の変化率を考え，これまでと同様の考察を試み

る．図 3 において上から順に，①日次データとその

移動平均および MACDc とそのシグナル，② %b チャ

ートとその移動平均，③7 日平均の 7 日平均とその

MACDc，④7 日平均の変化率(前日との差)とその 7 日

平均，⑤7 日平均の変化率の MACDc，⑥7 日平均の変

化率の 7 日平均とその MACDc である．④と⑤の 7 日

平均の変化率は「日次データにおける当日と 7 日前

の差(の 7 分の 1)」であり「曜日毎の 1 週間での増

減(の 7 分の 1)」という意味でもある．また，⑥の

7 日平均の変化率の 7 日平均は「7 日平均における

当日と 7 日前の差(の 7 分の 1)」であり「曜日の起

点に無関係な 1 週間での 7 日平均の増減(の 7 分の

1)」という意味である．③では，7 日平均の 7MA の

MACDc(赤線)が日次データピーク付近でシグナル

(黄線)を揺れずに明確にダウンクロスしている．④

では，7 日平均の変化率(青線)が急拡大期のピーク

付近において，0 付近で 7 日平均をダウンクロスし

ている．⑤では，その MACDc(赤線)のシグナル(黄色)

とのダウンクロスが，感染拡大ピーク付近で見られ

る．⑥では，7 日平均の変化率の 7 日平均(緑線)の

MACDc のシグナルとのダウンクロスが，ピークアウ

トを捉えており，また緑線の 0 との明確なアップク

ロスが7日平均の意味の増減の転換点を捉えている．

 

図 3 北海道における新規感染者数の 7 日移動平均に関わる指標のグラフ（2021/3/5～2021/12/29） 
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3. 大都市圏の新規感染者数の分析と考察 

次に，他の都府県として大阪府のデータについて

分析する．図 4 は，図 3 と同様のグラフにボリンジ

ャーバンドのグラフを 2 番目に加えたものである．

波の開始時期では，%b チャートの 2 つの移動平均

が 50%をアップクロスし，7 日平均の変化率とその

7 日平均が正値で増加傾向になり，波のピーク付近

では，7 日平均の 7 日平均の MACDc がピーク付近で

シグナルを明確にダウンクロスし，7 日平均の変化

率が 0 付近で揺れはあるがダウンクロスしている．

また，7 日平均の変化率の 7 日平均が波の開始時期

に同時に増加しはじめ，また増減の転換点では 0 と

アップクロスしている．7 日平均の変化率の 7 日平

均の MACDc のシグナルとのダウンクロスが，ピーク

アウトを捉えている．このように，他のデータにも

前章での知見が同様に適用できると考えられる． 

 

図 4  大阪府おける新規感染者数に関する主要グラフ（2021/3/5～2021/12/29） 

-5-



 

 

 

 

4.世界各国の分析と考察 

ここでは，同様の分析を日本全体と他国(イスラ

エル，韓国，ロシア)のデータにおいても試みた．そ

れらの結果を以下の図 5 と図 6 に示す．2021 年 3 月

5日から同年 12月 29日までのデータを使用した(1)．

 

 

図 5 世界の新規感染者数に関する主要グラフ（上：日本，下：イスラエル，2021/3/5～2021/12/29） 
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図 6 世界の新規感染者数に関する主要グラフ（上：韓国，下：ロシア，2021/3/5～2021/12/29） 
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図 5 と図 6 から，国毎に感染の急拡大縮小期の波

の大きさや期間は異なっているが，前章までで得ら

れた知見と同様の知見が適用できると考えられる．

日本以外の他国のデータで確認してみると，感染者

数の急拡大期としては，図 5 のイスラエルの 2021

年 6 月中旬から 8 月にかけての時期，図 6 の韓国の

2021 年 10 月下旬から 12 月中旬，図 6 のロシアの

2021 年 6 月上旬から 7 月中旬，および 9 月中旬か

ら 10 月上旬である．また，ピークアウト付近では，

図 5 のイスラエルの 2021 年 9 月上旬，図 6 の韓国

の 2021 年 12 月中旬，図 6 のロシアの 2021 年 11 月

上旬で同様の知見が確認できる． 

5. まとめ 

COVID-19 の新規感染者数のオープンデータを時

系列データと捉えて，それを時系列分析の手法やそ

の応用手法で分析し，いくつかの知見が得られた．

メディアで多用される7日平均を基にした指標とそ

れらの可視化により，時系列分析の視点からの理解

がしやくなり，感染者数の増減の動向を理解したり

予測したりする手がかりやサインが得られたと考

えられる． 

本報告で得られた知見の主なものとしては，感染

増大期では，%b チャートの 7 日平均の 50%線アップ

クロスと 50%超での停留，7 日平均の変化率の 7 日

平均の増加および 0 でのアップクロスがある．波の

ピークでは，7 日平均の 7MA の MACDc が日次データ

のピーク付近でシグナルを揺れずに明確にダウン

クロス，7 日平均の変化率の 0 付近でのダウンクロ

スや，7 日平均の変化率の MACDc のシグナルとのダ

ウンクロスが挙げられる．これらは，感染者数の増

減の起点や転換点を推測するサインとなり得ると

考えられる．特に%b チャートの 7 日平均の動きは

重要と考えられ，図 3 と図 4 における 2021 年 12 月

中旬からの上昇の様子が，その直後から日本全国で

起きることになる爆発的な感染の第６波の予兆と

捉えることもできる．この知見は図 5 と図 6 におけ

る，日本全体のグラフと他国のグラフにおける大き

な波の開始時期においても当てはまると考えられ

る．したがって，%b チャートの 7 日平均の拡大開始

のサインに続いて起きる，他の指標の拡大開始のサ

インを監視することにより，感染拡大の開始時期を

明確に判断できる可能性があると考えられる． 

しかし，他の知見も多数あるが，分析結果の定量

的な理解や解釈など十分ではないことは多々ある

ため，今後も増えてゆくデータを加えながら，今回

の分析手法の改良や他の様々な手法の応用を行い，

新たな知見を増やしていく必要がある．また知見が

増えるに従い，それらを組み合わせてアンサンブル

的に利用するための手法も必要となる．さらに，そ

の知見をどのように有効利用してゆくかを十分に

検討し，より多くのデータ（世界各国や経済圏，日

本国内の都道府県や地方など）について検証するこ

とが重要であると考えられる． 
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